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「
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
辞

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
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七
七
年
、
東
京

。
霞
が
関
。

柏
崎
刈
羽
原
発
１
号
機
の
耐

震
安
全
性
を
審
査
す
る
場
で

突
然
、
予
想
も
し
な
か
っ
た

発
言
が
出
た
。
そ
れ
を
、
科

学
技
術
庁

（
当
時
）
の
原
子

力
安
全
審
査
官
だ

っ
た
塚
腰

勇
侯
し
は
は

っ
き
り
と
覚
え

て
い
る
。
審
査
は
大
詰
め
を

謹
ん
で
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
ｔ
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迎
え
て
い
た
。

発
言
の
主
は
審
査
メ
ン
バ

ー
の

一
人
で
東
京
大
学
地
震

研
究
所
助
教
授
だ

っ
た
松
田

時
彦
宅
ι
。
当
時
、
国
内
で

は
ま
だ
新
し
い
学
問
だ

っ
た

活
断
層
研
究
の
最
先
端
を
走

っ
て
い
た
。

１
号
機
の
安
全
審
査
を
担

っ
た
の
は
、
原
子
力
委
員
会

の
原
子
炉
安
全
専
門
審
査
会

（
炉
安
審
）
内
に
設
け
ら
れ

た

「
１
２
０
部
会
」
。
塚
腰

の
記
憶
で
は
、
耐
震
安
全
性

を
審
議
す
る
分
科
会
の
真

っ

最
中
に
、
松
田
は
辞
意
を
示

し
た
。

分
科
会
は
地
質
や
建
築
の

専
門
蓼
十
二
人
に
よ

っ
て
構

成
。
ま
と
め
役
の
東
大
工
学

部
教
授
だ

っ
た
大
崎
順
彦

分
科
会
を
去

＾

１
２
０
部
〈
　
　
κ

今
も
残

っ
て
彗
勤
尋

最
後
に
出
席
・
＞
姥

同
年
五
月
十
［
普
灘

脚酷
籍̈
蓉

さ
れ
て
い
る
い
――
――

を
ま
と
め
た
。
Ｆ
烈
ａ
回

■
議
塾調ゴ
針

活
断
層
研
売

ぜ
辞
め
よ
ぅ
灘
凱

ｌ
ｏ
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「途
中
で
等
璽

か
ら
、
辞
め
へ
⊆

言
っ
た
ん
で
「
陥

淡
々
と
し
た
邑
一

る
。
だ
が
、
当
隊

2008年 (平成 20年)1星 1日 (火曜日)

名
前
利
用
「嫌
気
差
し
た
」

]迎えても依然、全 7基の停止状
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開
示
ル
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ル
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券
　
　
　
　
金
融
庁

「
十
会
フ
ザ
／
場

証
金
融
庁
は
三
十

一
日
、
一

宅
ロ
ー
ン
債
権
な
ど
を
証
一

化
し
た
金
融
商
品
の
情
報
一

示
を
強
化
す
る
自
主
ル
ー
、
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百
人
が
入
居
し
て
い
た
。
［

山
古
志
村
で
は
、
全
世
帯
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′ビ

。
ラ
ジ
ォ
番
組
と
芸
辞

う
ち
五
集
落
百
四
十

一
世
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「̈
ッ
特
環
　
北
一【
直
赫
い

に
出
さ
れ
て
い
た
避
難
指
一

の
朝
刊
は
休
み
ま
一

認
場
坦
難
勢
ぃ

新

鶏

・

＝
＝
＝
＝
―‐
―‐
＝
＝
＝
―‐
―‐

ト
ー

ーー
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
――
――
――
――
――
――



~~… … り ~~~~｀

一

ヽ 一 ― … … … ― 一 三
==二
L==■ 瞬 目 い

―
奮 ―‐―

・~~~~― =一
て`  ‐f― 彙 F`~‐

‐ r―
一

イ 平 =″ "― `ニ
ヘ F=愛 F率 =プ

~~

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

―

―

―

１

１

１

１

１

劇



地
震
国

。
日
本
で
原
発
と
と
も
に
生
き
る
と
い
う

こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
―
。

一
九
九
五
年
の
阪

神
大
震
災
以
降
、
地
震
の
活
動
期
に
入
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
日
本
列
島
。
二
〇
〇
七
年
七
月
十
六
日
に

発
生
し
た
中
越
沖
地
震
で
は
、
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽

原
発
の
施
設
が
広
範
囲
な
被
害
を
受
け
た
。
問
題
は

こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
電
が
原
子
炉
設
置
許

可
申
請
時
の
評
価
を
覆
し
、
中
越
沖
地
震
の
震
源
近

ぐ
に
大
き
な
活
断
層
が
あ
る
と
認
め
る
事
態
に
発
展

し
た
。
全
七
基
を
擁
す
る
世
界
最
大
の
原
発
集
積
地

を
襲

っ
た
震
度
６
強
の
揺
れ
は
、
原
発
の
「
安
全
神

話
」を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
り
（
耐
震
安
全
性
の
一■
鷲
築

と
い
う
課
題
を
突
き
付
け
た
。
被
災
地
の
住
民
が

一

日
も
早
い
生
活
再
建
と
原
発
の
安
全
性
確
立
を
願
う

一
方
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
電
力
消
費
地
で
あ
る
首
都

圏
で
は
、
原
発
の
存
在
を
ほ
と
ん
ど
意
識
し
な
い
よ

う
な
日
常
が
続
い
て
い
る
。
地
震
の
巣
で
あ
る
活
断

層
が
い
く
つ
も
走
る
日
本
の
商
業
原
発
は
現
在
、
五

十
五
基
。不
安
が
重
く
の
し
か
か
る
中
で

立ヽ
地
地
域

の
住
民
は
将
来
を
ど
う
描
い
て
い
け
ば
い
い
の
か
。

随
神
大
震
災
を
経
験
し
、
原
発
を
題
材
に
し
た
著
作

も
あ
る
作
家
の
高
村
薫
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
た
。

な
話
。
な
ぜ
な
ら
、
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
耐
震
強
化
工
事
の
要
望
な

ど
を
私
た
ち
が
出
せ
な
い
か
ら
だ
。

私
の
印
象
で
は
、
国
と
電
力
会
社

と
重
電
メ
ー
カ
ー
と
の
長
年
の
関
係

が
あ
ま
り
に
固
定
化
し
、
安
全
性
を

公
に
評
価
す
る
仕
組
み
が
な
い

‐
ま

ま
、
す
べ
て
が
既
成
事
実
化
し
て
き

た
。
電
力
は
必
要
だ
か
ら
、
原
発
は

造
ら
な
い
と
仕
方
が
な
い
と
い
う
ゎ

け
で
す
。
評
価
や
判
断
以
前
の
と
こ

ろ
で
、
国
の
原
子
力
政
策
が
進
ん
で

き
た
こ
と
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

日
本
に
は
地
震
国
だ
と
い
う
特
殊

な
条
件
が
あ
り
ま
す
。
使
用
済
み
核

燃
料
の
最
終
処
理
ま
で
含
め
た
コ
ス

ト
面
と
と
も
に
、
原
子
力
は
妥
当
な

選
択
か
否
か
と
い
う
の
を
再
考
し
て

も
い
い
と
き
だ
と
思
う
。
　
　
　
　
・

■
原
子
力
の
問
題
と
ど
う

‐
向

き
合
え
ば
い
い
の
か
。

技
術
的
な
安
全
評
価
の
説
明
を
聞

い
て
納
得
で
き
る
部
分
と
、
そ
う
で

は
な
い
部
分
と
に
分
け
て
考
え
る
必

■
柏
崎
刈
羽
は
原
発
施
設
が

地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
初
の
ヶ
ｌ
ス
と
な

っ
た
。

「新
リ
ア
王
」
と
い
う
小
説
の
中

で
、

一
九
七
〇
年
代
に
始
ま

っ
た
通

産
省

（当
時
）
主
導
の
原
発
政
策
の

進
め
方
や
、
青
森
県
下
北
半
島
に
再

処
理
工
場
が
誘
致
さ
れ
て
い
く
十
数

年
間
の
転
末
を
描
い
た
。
実
は
誘
致

の
段
階
で
下
北
半
島
で
も
活
断
層
の

存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

当
時
は

一
部
の
学
者
の
意
見
と
し
て

片
付
け
ら
れ
、
う
や
む
や
に
な
っ
た
。

今
回
、
活
断
層
の
真
上
に
か
か
る
よ

理
由
で
し
た
。

例
え
ば
、
制
御
棒
の
脱
落
は
技
術

者
の
レ
ベ
ル
で
は
、
事
故
に
至
ら
な

い
確
信
の
範
囲
内
で
あ
る
ら
し
い
。

い
ち
い
ち
報
告
す
る
に
値
し
な
い
事

象
で
あ

っ
た
か
ら
報
告
し
な
か
っ
た

の
だ
と
い
う
調
査
結
果
で
あ

っ
た
と

言
う
ん
で
す
。
そ
れ
で
は
ま
ず
い
。

手
間
を
か
け
て
も
技
術
者
の
理
解
を

私
た
ち
に
伝
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

困
る
。

要
す
る
に
情
報
開
示
の
以
前
に
、

日
本
の
原
子
力
政
策
は
七
〇
年
代
に

本
格
化
し
た
と
き
か
ら
ヽ
安
全
か
否

か
と
い
う
技
術
者
レ
ベ
ル
の
判
断

と
、
私
た
ち

一
般
の
理
解
と
が
絶
え

ず
、
ず
れ
で
き
た
。
両
者
共
通
の
理

解
に
達
す
る
よ
う
な
努
力
が
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
安
全
性
を
説
明
す

る
責
任
は
電
力
会
社
と
国
に
あ
る
。

■
東
電
も
国
も
柏
崎
刈
羽
原

発
周
辺
海
域
で
〇
三
年
に
、

活
断
層
の
疑
い
が
強
い
断
層

七
本
を
把
握
し
な
が
ら
伏
せ

て
い
た
。

電
力
会
社
が
個
々
の
朴
ラ
ブ
ル
を

隠
し
て
き
た
こ
と
に
加
え
、
国
が
も

っ
と
大
き
な
活
断
層
の
情
報
を
隠
す

と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
に
言
語
道
断
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